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家族が揃って新しい年明けを祝い、家族の幸せや健康を願う日本の正月。正月は、親

から子へ、祖父母から孫へと、代々受け継がれてきた日本の伝統文化です。

しかし、近年ではその過ごし方にも変化が表れ、“おせち料理を食べる”“門松や鏡

餅を飾る”といった行事や習慣の本来の意味や大切さを、子どもたちへ伝える機会が

少なくなってきています。

そこで、本資料では、それらに込められた意義やいわれをあらめてご紹介するととと

もに、子どもと一緒におせち料理を楽しむための、新しいご提案をします。

第 1 部では、日本人が大切にしてきた伝統や行事を、著書や講演会を通じて伝えて

いらっしゃる飯倉晴武さんに、正月の由来や意味、おせち料理の歴史などについて伺

いました。

また、第 2 部では、子どもが楽しくおせち文化に接するためのきっかけとして、蒲鉾

や伊達巻などを使って、干支や門松、鏡餅などを作り、おせち料理をデコレーションし

た、“デコおせち”のご提案をします。

さらに、第 3 部では、主婦を対象に紀文食品が毎年行っている正月の意識調査の結果

をまとめました。

早いもので、今年も残すところ 2 ヶ月を切りました。この「2009 年紀文・お正月百

科」がおせち料理や正月の企画で活用していただければ幸いです。

第 1部

日本人のしきたりと正月

飯倉晴武さん 1～3p

第 2 部

親子で楽しくおせち料理♪

“デコおせち” 4～6p

第 3 部 紀文・正月意識調査 2008

首都圏の主婦に聞く

今年の正月に関する調査 7～8p

おせちのいわれ 9p
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第第第第 1111 部部部部 「「「「日日日日本本本本人人人人ののののししししききききたたたたりりりりとととと正正正正月月月月」」」」 飯飯飯飯倉倉倉倉晴晴晴晴武武武武ささささんんんん

ⅠⅠⅠⅠ....正正正正月月月月行行行行事事事事のののの由由由由来来来来

農耕民族である日本人は、昔から、自然の恵みとそこに御座す神々に、多くの感謝と祈

りを捧げてきました。

古くは、年が変わると身を清め、山の神、海の神、川の神など、万物に宿る神々に拝礼

するため、天地四方を拝む「四方拝」を行っていました。そうして、無事に過ぎた一年へ

の感謝を捧げ、新しい一年への豊作や家内安全を祈願したのです。新しい年を迎えるにあ

たっての準備や心構えとしても、これらの行事が必要とされていたようです。

そのような習慣が、今日の正月行事の原型だと考えられます。

ⅡⅡⅡⅡ....正正正正月月月月のののの伝伝伝伝統統統統的的的的なななな習習習習慣慣慣慣

正月にはさまざまな習慣がありますが、まずは初詣についてお話しましょう。

新年の朝には家族が揃って挨拶を交わして、家の中の神棚に拝礼をし、それから初詣に

出かけます。近年では、東京は明治神宮や湯島天神、日枝神社、関西は伏見稲荷や北野天

満宮、八坂神社など、有名な神社に行く人が多いようですが、そのようになったのは戦後

のことで、初詣が定着した江戸時代は交通機関も発達していなかったため、日頃見守って

いただいている地元の氏神様や産土神社に参詣するのが習わしでした。

他にも、書き初めや、すごろく、かるたとり、羽根つきなどの遊びも、正月ならではの

習慣といえます。昔の子どもにとっては普段はあまり家にいない大人が一緒に遊んでくれ

たり、やんちゃをしても怒られなかったりと、嬉しい日でもありました。

子どもも大人も日頃はやらないようなことをして、おせち料理を食べながらハレの日を

過ごすことで、一年を過ごすためのエネルギーを蓄えるわけです。

ⅢⅢⅢⅢ....正正正正月月月月のののの風風風風習習習習とととと
ととととししししががががみみみみささささまままま

年年年年神神神神様様様様ににににつつつついいいいてててて

伝統的な習慣と同様に、正月を迎えるための準備にもさまざまなものがあります。

今も受け継がれているものでは、おせち料理をはじめとして、門松、鏡餅、しめ飾りな

どがあげられますが、昔は新年に身につける下着や衣類を用意しておいて、年が変わった

ら全部を着替えるようなこともしました。

門松や鏡餅、しめ飾りなどは、年末の 28 日までに用意をするのがよいとされています。

29 日だと“9”が苦しみに通じるとされ、31 日では“一夜飾り”になってしまうからです。

何ごとも余裕をもってやりなさいという教えでもあるわけです。28 日に間に合わないよ

うなら、30 日に用意をするとよいでしょう。

おせち料理は 31 日までに準備をし、正月の三が日はなるべく煮炊きをしないようにし

ます。これはかまどに火を入れないようにするためで、かまどの神様をねぎらう意味が込
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められています。また、新年早々、福を掃き出さないため、元日は家庭内では掃除をしな

いようにします。

さまざまな正月の準備はそれぞれに意味を持っているものですが、共通していることは、

“年神様を迎える準備“であるということです。年神様とは、新しい年になると各家々に

降りてきて、一年の幸せと五穀豊穣をもたらしてくれる守り神です。

まず、家の門脇に門松を飾り、年神様を家の中に招き入れるための目印とします。そし

て、お迎えした年神様を神棚に祀り、小さいお膳などに少しずつ入れたおせち料理をお供

えします。それから、お供えした料理を下ろして、家族で揃っていただきます。年神様へ

気持ちが通じてほしいという願いを込めて、一緒に食事をいただくわけです。

また、子どもたちの楽しみであるお年玉は、年神様の力を分け与える意味があります。

年神様から子どもたちへの贈り物ということです。

正月の食事については、次で詳しく説明をしましょう。

ⅣⅣⅣⅣ....おおおおせせせせちちちち料料料料理理理理ににににつつつついいいいてててて

奈良時代から、正月や節句には天皇が祝の席を設け、今でいう役人や公務員を集めてい

ました。そこで与えられていた食事は、料理というより高盛りにした白飯で、役人たちは

その場で少しだけ口をつけ、残りは持ち帰り家族で食べていたそうです。

その後、武家社会へと時代が移行していくと、それこそ、「腹が減っては戦ができぬ」

ということで、やはり、高盛りの白飯を食べていたようです。

さらに、室町時代の資料を開きますと、大晦日ごろには将軍家から天皇家や宮家へ、次

のようなものが送られたと記されています。『将軍の奥様より「菱喰（美味しいもの）」

を賜った。「菱喰二、雁五、雉十番、鯛廿、海老一折、南御方（宮家の正室）へ菱喰二、

雁五、鳥十番、鯛廿、貝蚫（あわび）一折」』（出典『看聞日記』）。こういったものが送

られていたということは、正月にはこれらを調理して食べていたということです。現代

と違うのは、鳥がよく食べられていたことですね。

一般におせち料理が広まったのは江戸時代で、庶民の生活に少しずつゆとりができてき

てからです。長家に住むような町民の間でも、この頃から、正月料理としてお雑煮が食べ

られはじめていました。料理の古文書が登場するのが江戸時代であることからも、食文化

自体が花開いたのがこの時代なのでしょう。

また、米や餅、酒などの米の加工品も、塩、水とともに年神様に供えました。塩、水は

米と同じように、必ずお供えするもので、忘れてはならないものでした。他に、魚や鶏、

昆布や野菜、昔はお菓子と呼ばれていた栗や果物など、山海の自然の恵みを感謝とともに

捧げました。

近代では、おせち料理は年神様に供えるだけでなく、年始などで訪れた客人に振る舞う

ために、欠かせないものとなっています。

また、おせち料理と共にいただくお屠蘇は、元来は漢方薬であり、新しい年の健康や厄

払いの願いを込めて、高位の人々の間では食前の儀式として正月に飲まれていたものです。

それが一般に広がり、今日のお屠蘇の形となりました。
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ⅤⅤⅤⅤ....おおおおせせせせちちちち料料料料理理理理やややや正正正正月月月月文文文文化化化化のののの継継継継承承承承ののののたたたためめめめにににに

現代では保存技術が発達し、おせち料理の種類も増えてきました。今はオードブルのよ

うな洋風のものもありますが、おせち料理には、やはり、肉類より魚類が向いていると

思います。

魚は古くから神様に供えていた食材でもありますし、肉に比べて、それ自体に味があり

ます。特に、紅白蒲鉾などの練り製品は、日本人の知恵が詰まった素晴らしい料理だと

思います。紅白というめでたい色彩もさることながら、ほどよい塩味に引き出された魚

の旨味はシンプルな美味で、祝の席にふさわしい料理といえるでしょう。

正月というのは大晦日と変わらない一日ではありますが、新しい年だという意識を持つ

ことで、目標を立てたり身辺を整えたりするきっかけになります。普段はなかなかでき

ないことも、年神様に祈ることで、しっかりと守れるよう見守っていただくわけです。

また、正月は家族揃って食卓を囲み、日頃の感謝を捧げ、お互いの幸せや健康を願うよ

い機会でもあります。

ゆったりと過ごしながら、自然やそこに宿る神々に改めて感謝を捧げる日本の正月。こ

の伝統文化を、次世代へきちんと伝え継いでいきたいものです。

※『日本人のしきたり』 飯倉晴武編著（青春出版社）より出典

飯飯飯飯倉倉倉倉晴晴晴晴武武武武（（（（いいいいいいいいくくくくらららら・・・・ははははるるるるたたたたけけけけ））））ささささんんんんププププロロロロフフフフィィィィーーーールルルル
1933 年東京生まれ。東北大学大学院修士課程修了。宮内庁書陵部首席研究官、
同陵墓調査官等を歴任。奥羽大学文学部教授、日本大学文理学部等講師を経て、
現在は著述に専念 。
著書に「日本古文書学提要」上・下刊（共著、大原新生社）、「天皇文書の読み
方、調べ方」（雄山閣出版）、「古文書入門ハンドブック」（吉川弘文館）、「地獄を
二度も見た天皇―光厳院」（吉川弘文館）、「日本人のしきたり」（青春出版
社）、「日本人 数のしきたり」（青春出版社）等多数。

◆◆◆◆おおおおせせせせちちちち料料料料理理理理ととととはははは ※

もともとは季節の変わり目の節句

に神様へお供えした料理が「お節料

理」でしたが、正月がもっとも重要

な節句とされるにつれて、正月料理

のことを指すようになりました。

正月の「おせち料理」は、家族の

幸せを願って年神様に供える、縁起

ものの料理です。

◆◆◆◆
ととととししししががががみみみみささささまままま

年年年年神神神神様様様様ととととはははは ※

元旦の朝に、高い山から家々に降りてくる、新年の神

様です。一年の実りと健康をもたらすとされ、「正月

様」「
としとくじん

歳徳神」とも呼ばれています。

昔は、死んだ人の魂は田畑や山の神となり、正月には

年神様となって、子孫の繁栄を見守ってくれると考え

られていました。年神様とは、祖先の神様であり、農

耕の神様であったわけです。

現代にも受け継がれている正月のさまざまな風習は、

年神様を迎えるために行われる大切なものです。
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第第第第 2222 部部部部 親親親親子子子子でででで楽楽楽楽ししししくくくくおおおおせせせせちちちち料料料料理理理理♪♪♪♪““““デデデデココココおおおおせせせせちちちち””””

ここでは、親子で楽しめる、かわいらしいデコレーションおせちのご提案をします。

蒲鉾や伊達巻などの定番のおせち料理が、2009 年の干支であるうしやこま、鏡餅、門松

など、正月にまつわるさまざまなモチーフに大変身します。

ご考案いただいたのは、キャラクター弁当の達人、ムクさん。「蒲鉾や伊達巻は切った

り、型を抜いたり、組み立てたりといった加工がしやすいので、デコレーションにぴった

り。娘たちに毎日作るキャラ弁でも、はんぺん、竹輪、さつま揚などの練り製品はよく登

場します。今回は正月のモチーフを、それぞれのおせち料理の形や色を活かして作ってみ

ました。」とおっしゃいます。ムクさんには、うしとこまの簡単な作り方と、デコおせち

作りのポイントを紹介していただきます。

正月やおせち料理ひとつひとつのいわれを教えるなど、会話をしながら作れば、子ども

がおせち料理に興味を持つきっかけにもなります。今年のおせち作りは、親子で作る“デ

コおせち”にチャレンジしてみませんか？

「「「「ここここまままま」」」」

こま：伊達巻

模様：カニ風味蒲鉾＆きゅうり

芯：ピック

「「「「鏡鏡鏡鏡餅餅餅餅」」」」

鏡餅：はんぺん

みかん：人参＆きゅうり

三宝：焼蒲鉾

四方紅：チーズ＆カニ風味蒲鉾

「「「「ううううしししし」」」」

顔＆体：蒲鉾（白）

角：伊達巻

目：蒲鉾（白）＆のり

鼻：蒲鉾（紅）＆のり

ほっぺ：カニ風味蒲鉾

模様：のり
「「「「門門門門松松松松」」」」

竹：きゅうり

松：パセリ

台座：ちくわ

お飾り：蒲鉾（白）＆カニ風味蒲鉾

「「「「羽羽羽羽子子子子板板板板」」」」

羽子板：蒲鉾（白）＆伊達巻

模様：蒲鉾（紅）、人参、きゅうり、のり

羽根：黒豆＆紫キャベツ、きゅうり、

黄パプリカ、赤パプリカ
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「「「「ここここまままま」」」」

材料：伊達巻、カニ風味蒲鉾（マリーン）、きゅうり、ピック

子どもに人気の伊達巻をこまに見立てました。

ピックを使って組み立てるので、とても簡単で、

初めてのデコおせちにもぴったりです。

3 枚にスライスした伊達巻
で、こまのパーツを作ります。

きゅうり、カニ風味蒲鉾で模様の
パーツを作り、伊達巻にのせます。

それぞれのパーツを、ピックに
刺しながら固定していきます。

「「「「ううううしししし」」」」

材料：蒲鉾（紅・白）、伊達巻、カニ風味蒲鉾（マリーン）、のり

顔と体はお母さんが作ってあげて、子どもと一緒に模様を作り

ながら組み立てると、親子で楽しく作れます。

蒲鉾で作る顔と体は、はさみで角を丸くするのがポイント。う

しの表情や模様は自由にアレンジしてくださいね。

蒲鉾（白）を包丁でくり抜
いて、顔と体を作ります。

蒲鉾（紅）、伊達巻、カニ風味蒲鉾、
のりを、はさみやストローで切り抜き、
体の模様や顔のパーツを作ります。

ピンセットを使って、それ
ぞれを組み立てます。

◆正正正正月月月月ののののモモモモチチチチーーーーフフフフののののいいいいわわわわれれれれににににつつつついいいいてててて
【門松】

正月に年神様が降りてくるときの目印とさ

れています。

まっすぐ節を伸ばすので長寿を招く縁起物

とされる竹と、神が宿るとされている松が使

われています。

29 日に立てるのは“苦立て”、31 日に立て

るのは“一夜飾り”といって敬遠されます。28

日に用意するのがよいでしょう。

【鏡餅】

餅は、古くから神様に捧げる神聖な食べ

ものとされ、祝い事や祭りには欠かせない

ものでした。

“鏡餅”と呼ばれた由来は、魂を模して

作った丸い形が、鏡に似ていたからです。

大小を 2つ重ねるのは、月（陰）と日（陽）

をあらわし、縁起がよいためです。

1 月 11 日の鏡開きまで、床の間や各部屋

に飾ります。

※『日本人のしきたり』 飯倉晴武編著（青春出版社）より出典
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ムムムムククククささささんんんんププププロロロロフフフフィィィィーーーールルルル

本名：徳光ゆう子。2 人の娘たちのために、着色料や冷凍食品を使わないキャラク

ター弁当作りをはじめ、日々のお弁当をブログで公開している。そのクオリティー

の高さとかわいさが評判になり、現在はテレビ出演・キャラ弁教室など、多方面で

活躍中。

ブログ「のんびり日記～ムクのキャラ弁～」http://nonbirimuku.blog113.fc2.com/

エイアールリレーションズ株式会社所属。

～～～～ムムムムクククク流流流流 デデデデココココおおおおせせせせちちちちのののの作作作作りりりり方方方方 5555 ヶヶヶヶ条条条条～～～～

①①①① いいいいろろろろいいいいろろろろなななな食食食食材材材材をををを少少少少ししししずずずずつつつつ取取取取りりりり入入入入れれれれててててカカカカララララフフフフルルルルにににに。。。。

子どもが苦手な野菜などをデコおせちに入れることで、克服できることも。少しの量

でもいいので、いろいろな食材を使ってみましょう。

②②②② 子子子子どどどどももももとととと一一一一緒緒緒緒にににに作作作作るるるるととととききききはははは、、、、包包包包丁丁丁丁をををを使使使使うううう工工工工程程程程ははははおおおお母母母母ささささんんんんがががが、、、、飾飾飾飾りりりり付付付付けけけけやややや最最最最後後後後のののの仕仕仕仕上上上上

げげげげはははは子子子子どどどどももももににににままままかかかかせせせせままままししししょょょょうううう。。。。

キャラクターの顔を作ったり、最後の仕上げをするだけでも楽しいものです。作った

後は、写真にとってファイリングするのもおすすめです。

③③③③ スススストトトトロロロローーーーややややペペペペッッッットトトトボボボボトトトトルルルルななななどどどどののののフフフフタタタタをををを型型型型抜抜抜抜ききききにににに。。。。身身身身近近近近ななななももももののののをををを道道道道具具具具にににに活活活活用用用用ししししてててて。。。。

私は、太さの違う数種類のストローや、ペットボトル、ケチャップ、練りわさびのフタなどを

とっておいて型抜きに使っています。細かい作業には、はさみやピンセット、つまようじなどが

便利ですよ。経済的に楽しむのも大事なポイントです。

④④④④ 切切切切れれれれははははししししななななどどどどののののああああままままっっっったたたた材材材材料料料料はははは、、、、ほほほほかかかかのののの料料料料理理理理にににに。。。。

デコおせちを作ると、切り抜いたものや切れはしなどが出ますが、それもサラダやち

らし寿司に入れるなどして活用してくださいね。蒲鉾や竹輪はハンバーグのたねに混ぜ

ると、歯ごたえが出ておいしいですよ。

⑤⑤⑤⑤ ととととににににかかかかくくくく楽楽楽楽ししししくくくくつつつつくくくくるるるるこここことととと！！！！

デコ弁には決まったルールはありません。難しければちょっとシンプルにアレンジしたり、1

品だけ作ってみたり・・・。まずは子どもの好きなおせち料理で、気軽にチャレンジしてみて

くださいね。
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第第第第 3333 部部部部 紀紀紀紀文文文文・・・・正正正正月月月月意意意意識識識識調調調調査査査査 2222000000008888（本年 10 月 10 日に発表したものを再掲出しています。）

おおおおせせせせちちちち料料料料理理理理のののの喫喫喫喫食食食食率率率率はははは 99995555....8888％％％％、、、、用用用用意意意意ししししたたたたアアアアイイイイテテテテムムムムのののの平平平平均均均均はははは 9999....7777 品品品品
99996666....8888％％％％がががが正正正正月月月月はははは日日日日本本本本のののの大大大大切切切切なななな伝伝伝伝統統統統行行行行事事事事ののののひひひひととととつつつつだだだだとととと思思思思うううう

■正月についての意識

■おせち料理について

■正月の過ごし方

本調査では、おせち料理の喫食率は 95.8％と、昨年より 1 ポイント上昇しており、今年も

ほとんどの人がおせち料理を食べたことがわかりました。「おせち料理を用意した」と答えた

人は 79.7％で、用意したアイテムの平均は 9.7 品でした。

用意したおせち料理のうち、市販品の購入割合は 62.6％と、6 割以上を市販品が占めてい

ます。また、蒲鉾や伊達巻、煮しめなど、一通りのおせち料理を詰め合わせたお重詰めセッ

トの購入率は、昨年は 8.8％、今年は 9.4％と、ここ数年は 10％ほどで推移しています。

また、「おせちの品揃えはいわれや縁起にこだわる」と答えた人は 40.1％、「おせちを自分

なりの考えで揃えることは楽しい」と答えた人は 58.9％となり、伝統を大切にしながらも、

わが家流のおせち料理を楽しむ現代の主婦の姿が浮かびあがりました。

用意したアイテムの 1 位は「蒲鉾」75.8％、2 位「雑煮」72.1％、3 位「黒豆」64.4％、4

位「伊達巻」61.8％、5 位「栗きんとん」61.7％で、以下は「数の子」「昆布巻」「煮しめ」「な

ます」「なると巻」が続きます。

「正月は日本の大切な伝統行事のひとつだと思う」は 96.8％、「正月はめでたいと思う」は

90.8％と、一年の始まりである正月を特別だと思う意識は非常に高い結果となりました。

詳しい調査の結果は次の通りです。

●●●●正正正正月月月月ははははめめめめででででたたたたいいいいとととと思思思思うううう
99990000....8888％％％％

●●●●正正正正月月月月はははは日日日日本本本本のののの大大大大切切切切なななな
伝伝伝伝統統統統行行行行事事事事ののののひひひひととととつつつつだだだだとととと思思思思うううう

99996666....8888％％％％

●●●●おおおおせせせせちちちち料料料料理理理理をををを食食食食べべべべたたたた
99995555....8888％％％％

●●●●おおおおせせせせちちちち料料料料理理理理をををを用用用用意意意意ししししたたたた
77779999....7777％％％％

●●●●用用用用意意意意ししししたたたたアアアアイイイイテテテテムムムム数数数数
9999....7777 品品品品

●●●●市市市市販販販販おおおおせせせせちちちち商商商商品品品品のののの購購購購入入入入割割割割合合合合
66662222....6666％％％％
2007 年 62.6％
2006 年 62.1％

●●●●おおおお重重重重詰詰詰詰めめめめセセセセッッッットトトトのののの購購購購入入入入
9999....4444％％％％
2007 年 8.8％
2006 年 11.3％

●●●●おおおおせせせせちちちちをををを自自自自分分分分ななななりりりりのののの考考考考ええええでででで
揃揃揃揃ええええるるるるここここととととはははは楽楽楽楽ししししいいいい
55558888....9999％％％％

●●●●おおおおせせせせちちちちのののの品品品品揃揃揃揃ええええはははは
いいいいわわわわれれれれやややや縁縁縁縁起起起起ににににここここだだだだわわわわるるるる

44440000....1111％％％％

●●●●正正正正月月月月のののの飾飾飾飾りりりり物物物物をををを用用用用意意意意ししししたたたた
66668888....6666％％％％

●●●●子子子子どどどどももももににににははははおおおお年年年年玉玉玉玉ををををああああげげげげたたたた
66666666....1111％％％％

●●●●家家家家族族族族でででで初初初初詣詣詣詣にににに行行行行っっっったたたた
55559999....7777％％％％

●●●●元元元元旦旦旦旦にににに家家家家族族族族とととと一一一一緒緒緒緒にににに
とととと そそそそ

屠屠屠屠蘇蘇蘇蘇でででで祝祝祝祝っっっったたたた
33339999....7777％％％％
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■おせち料理の用意率と購入率

44444444 2222
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8.98.98.98.9
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2.72.72.72.7

7.17.17.17.1
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0000 10101010 20202020 30303030 40404040 50505050 60606060 70707070 80808080

蒲鉾　　　

雑煮　　　

黒豆　　　

伊達巻　　　

栗きんとん　　　

数の子　　　

昆布巻　　　

煮しめ　　　

なます　　　

なると巻　　　

田作り（ごまめ）　　　

いくら・すじこ　　　

だし巻・厚焼玉子　　　

酢だこ　　　

筑前煮（いり鶏）　　　

祝い海老　　　

ぶり・鮭の焼物　　　

酢ばす（酢れんこん）　　　

錦玉子�(吹寄せ玉子)　�　　

魚甘露煮（ふな・はぜ）　　　

豆きんとん　　　

小肌粟漬　　　

その他串もの　　　

鬼がら焼　　　

栗甘露煮　　　

ようかん　　　

おたふく豆　　　

たたきごぼう(酢ごぼう)　　　

鯛の姿焼　　　

棒鱈煮物　　　

(%)(%)(%)(%)

51.151.151.151.1

44.244.244.244.2

41.741.741.741.7

36.536.536.536.5

34.434.434.434.4

28.228.228.228.2

25.825.825.825.8

23.223.223.223.2

21.521.521.521.5

14.414.414.414.4

14.414.414.414.4

13.213.213.213.2

12.712.712.712.7

11.711.711.711.7

11.411.411.411.4

11.211.211.211.2

11.111.111.111.1

9.79.79.79.7

7.77.77.77.7

3.83.83.83.8

72.172.172.172.1

75.875.875.875.8

64.464.464.464.4

61.861.861.861.8

61.761.761.761.7

58.358.358.358.3

49.249.249.249.2

49.849.849.849.8

13.213.213.213.2

38.638.638.638.6

＜調査概要＞
■調査名：紀文・正月定量調査
■調査機関：株式会社紀文食品
■調査地域：首都圏
■調査対象：20～60 代の主婦（20 代 80 人、30 代 120 人、
40 代 140 人、50 代 160 人、60 代 160 人）
■調査時期：2007 年 12 月 21 日～2008 年 1 月 4 日
■サンプル数：660 人
■調査方法：調査員訪問面接、留置自記入、訪問回収

＜N=660＞

用用用用意意意意率率率率とととと購購購購入入入入率率率率のののの差差差差

はははは、、、、手手手手作作作作りりりり、、、、ああああるるるるいいいいはははは貰貰貰貰

いいいい物物物物をををを示示示示ししししてててていいいいまままますすすす。。。。

用用用用意意意意率率率率

購購購購入入入入率率率率 手作り、あ
るいは貰い物

44444444....2222
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おせちのいわれ

おせち料理のそれぞれには、

新年を祝福する願いが込められ

ています。

※ここでご紹介するいわれは、

紀文食品がまとめたものです。

紅
白
蒲
鉾

伊
達
巻

錦
玉
子

栗
き
ん
と
ん

黒
豆

昆
布
巻

田
作
り

数
の
子

き
っ
か

菊
花
か
ぶ

こ
は
だ
あ
わ
づ
け

小
肌
粟
漬

鬼
が
ら
焼

正月には巻物がよく出てきま
す。昔の人は、大切な文書は巻物に
装丁し、家宝にしました。伊達巻の
起源は江戸時代、長崎に広まった卓
袱（しっぽく）料理の中の「カステ
ィラかまぼこ」です。

黄身と白身の二色が美しい錦
玉子は、その二色が金・銀にたと
えられ、正月料理として喜ばれま
す。また、『二色』と『錦』を語呂
合わせしているともいわれます。

“金団”と書いてきんとん。黄
金色に輝く財宝に見立て、「今年も
豊かな一年であるように」との願い
が込められています。また、「勝ち
栗」という言葉もあるように、栗そ
のものが昔から縁起のよい食べ物と
して尊ばれてきました。

「まめ」とは元来、丈夫、健
康を意味する言葉で、健康長寿の
願いが込められています。植物性
のたんぱく源として栄養価も高い
食材です。

「よろこぶ」にかけて、お祝

いの食卓に欠かせない昆布。鏡餅

の飾りにも使われ、健康長寿が得

られるといわれています。実際、

昆布は繊維やミネラルをたっぷり

含んだ健康食品です。

豊作を願い、小魚を田に肥

料としてまいたことから名付け

られました。五穀豊穣の願いが

込められています。小さな片口

鰯を焼いて、甘辛く味つけした

ものです。

二親（にしん）から多くの子が

生まれることにかけた縁起物で、古

くからのおせちの一品です。昔はど

こでも入手できましたが、今では貴

重で高価なものとなり「黄色いダイ

ヤ」とも呼ばれています。

大根もかぶも冬が旬。正月の

頃がいちばんおいしく、ジアスタ

ーゼに富んだ消化を助ける野菜で

す。おめでたい菊の形に飾り切り

し、酢の物に仕立てます。

小肌は「コノシロ」という魚の成

魚になる前の名前。出世魚なので縁起

のよい食べ物とされています。小肌粟

漬は小肌の切り身を蒸した粟と一緒に

酢漬けにしたもの。粟は五穀豊穣を願

ったものですが、防腐効果もあるとい

う昔の人の知恵も活かされています。

「長いひげを生やし、腰が曲が

るまで長生きするように」と、海老

もお祝いの席に欠かせない食べ物で

す。お重詰めの中には、小海老を串

で止めた鬼がら焼が入ります。

紅は「慶び」、白は「神聖」
を表わすのは、日本のみならず、
東アジアやインドネシアにも残
る風習です。紅白を互い違いに
し、両端には紅がくるようにお
重に詰めます。


